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平成 24 年３月期 第２四半期累計期間（連結・個別）業績予想と実績値との差異 
及び通期（連結・個別）業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 23 年 5 月 31 日に公表いたしました平成 24 年 3 月期第 2 四半期累計期
間（平成 23 年 4 月 1 日～平成 23 年 9 月 30 日）の業績予想との差異及び平成 24 年 3 月期通期（平成 23 年 4
月 1日～平成 24 年 3月 31 日）の業績予想を下記の通りといたしましたのでお知らせいたします。 

 
記 

●業績予想 
平成 24 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値と実績値との差異（平成 23 年４月１日 ～ 平成 23 年 9月 30 日） 

                                          （金額の単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想（A） ２，３００ △５０ △６０ ４０ ０．５６ 

実    績    値（B） ２，１３６ △２１３ △１９８ △１０９ △１．５３ 

差       額（Ｂ－Ａ） △１６４ △１６３ △１３８ △１４９ ― 

差    額    率（％） △７．１ ― ― ― ― 

（ご参考）前期第 2四半期実績 

（平成 23 年 3 月期第 2四半期） 
２，５０６ △９０ △１１２ △１２１ △１．６９ 

 
平成 24 年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 23 年 4月１日 ～ 平成 24 年 3月 31 日） 

（金額の単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想（A） ５，０００ ２０ ０ １００ １．３９ 

今 回 修 正 予 想（B） ４，５３０ △２００ △１８０ △９０ △１．２５ 

増   減   額（Ｂ－Ａ） △４７０ △２２０ △１８０ △１９０ ― 

増    減    率（％） △９．４ ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 23 年 3 月期） 
４，２９９ △２９３ △３２３ △４０６ △５．６６ 

 



 

平成 24 年３月期第 2四半期（累計）個別業績予想数値と実績値との差異（平成 23 年４月１日 ～ 平成 23 年９月 30 日） 

                                         （金額の単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想（A） １，１５０ △２０ △２５ ８０ １．１１ 

実    績    値（B） １，０７９ △１２７ △８９ △６５ △０．９２ 

差       額（Ｂ－Ａ） △７１ △１０７ △６４ △１４５ ― 

差    額   率（％） △６．２ ― ― ― ― 

（ご参考）前期第 2四半期実績 

（平成 23 年 3 月期第 2四半期） 
１，４９７ △３１ △４４ ６４ ０．９０ 

 
平成 24 年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成 23 年４月１日 ～ 平成 24 年３月 31 日） 

（金額の単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想（A） ２，３００ △２０ △２５ ８０ １．１１ 

今 回 修 正 予 想（B） ２，０９６ △１２２ △８７ △６３ △０．８７ 

増   減   額（Ｂ－Ａ） △２０４ △１０２ △６２ △１４３ ― 

増   減   率（％） △８．９ ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 23 年３月期） 
２，５４６ △８３ △９０ ６３ ０．８８ 

 

●第２四半期累計期間との差異及び通期業績予想の修正の理由 

 当第２四半期累計期間の連結・個別の業績における売上高は、東日本大震災の影響で関東以北における主力

市場である中小料飲食店市場の急激な冷え込みと電力総量規制によるＬＥＤ看板市場の低迷により大幅に減

少いたしました。また、その影響を受けた既存販売会社の倒廃業による売上高減少も加わりました。 

一方、利益面では、売上高の減少による粗利額の減少と、サービスパーツの圧縮および商品棄損に伴い商品

の評価損・廃棄損計上（約 45 百万円）を行った結果、営業損失が拡大しました。経常損失につきましてもそ

の影響を受けました。特別損失につきましては、販売会社の事業再構築による債権整理に伴う構造改革費用、

投資有価証券売却損等を計上した結果、四半期純損失も拡大しました。 

なお、通期予測も当初予測より下方修正いたします。引き続き東日本大震災の影響を受け売上高は減少いた

します。利益面では事業の再構築および利益体質の強化の結果営業収益は大幅改善の見込みです。 

  

 

（注）本資料における業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 


